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内訳 書 に値 入 れす る 単価 と して は， ゼネ コ ン企

業 に とっ ての コス トと なる 下請 け 外注 の単 価 や材

料 等 の 単 価 が想 定 さ れ る こ と が 多 い。 多 い， と

断 った の は， 民 間工 事 や土 木も 含 めて 常 にそ う で

あ る か
，
世 界 的 に も そ う で あ る か，

と い う と
，
必

ず し もそう だ と は言 え ない と ころ が ある か らで あ

る。 別 の 考 え 方
が あ り 得 る し， 行 わ れ て

も い る。

しか し， 少な く とも わ が国 の 公共 建築 工 事 の積 算

に お いて は， 直 接工 事 費の 細 目の 単価 は， 総合 建

設 会 社 に と っ て コ ス ト と な る 取 引 価 格，す な わ ち，

直接 の取引相手 である下 請け専門工 事業や資 材

メ ーカ ー や商 社 との 間 の取 引価 格 で あり 単価 であ

る こ とが 前提 と なっ て いる よう である。 内 訳書 の

細目構成と実行予算や実際取引の項目構成とは異

な り 得る が， 予 定価 格 を もと める 際 の積 み 上 げ積

算 に おい て， 建 築 の直 工単 価 に は下 請 け経 費一 切

を 含 む と さ れ て い る こ と か ら も，そ う 考 え ら れ る。

歩 掛り を 介 した積 上 げ 計算 によ る に しろ， 相 場

ある い は市場 単 価 によ る に しろ， 直 接工 事 費部 分

の 見 積り は， こう した 元 下間 取引 価 格 を予 測す る

目的 で なさ れる 建 前だ と 考え てよ い だろ う。 こ の

元 下 間取 引価 格 に お ける 単価 の性 質 を考 察 する。

い・

元下聞取引に交渉プロ

セスがある

一 般 に元 下 間取引 に お いて； 最 初 の引 合 い から

契約 に至 る 経 路 （パ ス） は， 長短 さ ま ざま であ る。

大別 する と， 交渉 型と そう でな いタイ プが ある。

そ う でな い 非交 渉タイ プと い って も， 公 定価 格 で

もな いか ぎり は広義 の 交渉 性 がい く ぶ んか は含 ま

れる の で， その 交 渉性 が 限り なく 小さ く なっ た 場

合 と み な す こ と も で き る。
ま た
，
こ の ２ つ の タ イ

プが 途中 で他方 のタイ プ に切 り替 わる こと もあ り

得る。 こ う 考 える と一 般 的に 元下 間 取引 は， 価 格

決定 （＝ 取 極め） にい たる ま で に長 短 なん らか の

交渉 の 要素 や プロ セス を持 つ の が普 通 ない し正 常

だ と い っ て も よ い。 普 通 だ と い っ た の は， そ う で

はな いタイ プも 実 在す る から で あり， 正常 だと い

うのは取引内容の個別多様性から相互情報交換を

伴う 交渉 が本 来必 要 だと 考え ら れる か ら である。

その 交渉 な い し折 衝の プロ セ ス の実 態 は複 雑か つ

多様 で， 筆 者 には う かが い知 れ ない と ころ であ る

が， 総 合工 事 業， 専 門工 事業 の 実務 家 の方々 に 取

材さ せて い た だい て 理解 し得 た と思う とこ ろ をモ

デル 的 に記 述 して みる。

短 いパ ス の 方か ら見 て いく と，

（１） 下請け入札： 元請がある工種の専門工事業

者 を 複 数社 の入 札 で決 める。 この タイ プの 理想

的モ デ ルは， 入 札招 聰， 図 面 渡 し， 現場 説明 ま

た は 入札 説 明会， 質疑 応答， 入札， 評価， を伴

う が， 決 定 に い た る
プ ロ セ ス は 相 対 的 に 短 い。

このタ イ プの特 徴 は， 交 渉 性が少 な いこ と と契

約の 相手 方 と価 格 が同 時 に決 まる 点 で ある。 し

かも，そ の価 格 は下 請 側が 提 示 した価 格 であ る。

こ れを 元請 入札 前 に行 う か， 元 請落 札後 に 行う

か。 両 方 あ り 得 て，
そ の 違 い は 大 き い。 こ の 両
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方 とも， わ が 国 で はほ とん ど全く 行わ れ ない。

しか し， 今後 将来 と も そう で あり つ づ ける とは

い い き れ な い
。

（２） 見積り合わせ： 複数者に対する見積り依頼

に よ っ て， 見 積 り 合
せ で 決 め る こ と が あ る。 そ

の申 に は交 渉性 は 若干 増 える が上 記（１）の入 札に

近い 場合 が あり 得 る。 電 話や フ ァク シ ミリ によ

る見 積り 徴 収 とい う 形も 横行 し， 入 札 と見 積 り

合せ の 区別 が つき にく い 場 合も 多 い。 英 国 でも

そう した 非公 式 的ケ ース が ある ら しい （た と え

ば 文 献 遜ｐ．１０
な ど）
。

一方 で は， 見積 り 合せ か らロ ングパ ス の 交渉

プ ロ セ ス に 移 行 す る 場 合 も あ る。 す
な わ ち，

入

札 に 近い 一 発型 と交 渉 型 とい う 両極 に分１技する

可能 性 をも つ。 一 発 で決 める と いう 状況 での見

積 り は ぎ り ぎり の 低 め の 提 示 と な る 傾 向 が あ

る。 こ の 方 は， 前 記 の 入
札 に 近 い 性 質 を も つ。

逆に， 見積 り提 出 後 にも 交渉 して
い く 余裕 が

あ る と見 ら れる 状況 で は， 相対 的 に高 め の 見積

り 提示 か ら 始ま る。 そ れ は， 未 確 定部 分 があ る，

リ スク があ る， 機会 損 失 （他 に もっ と有 利 な物

件 が出て く るカ）も し れな い） と なる おそ れ が あ

る
，
と い う 状 況 に お い て こ れ ら の マ イ ナ ス を 回

避 しつ つ交 渉 の過 程 で これ らを 縮 減 して詰 め て

い こう とす る 戦 略か ら こう なる 傾 向 がある。

（３） こ ん どはロ ングパ ス の交 渉 プロ セス をモ デル

的 に 考え る。 総 合建 設 業者 が 公共 工 事の 入
札 に

参 加 する こ とに し， 設 計 図書 等か
ら 数量 積 算 を

行 い， 値 入 れ
を す る。

こ の 際
，
自 社 の 単 価 デ ー

タベースや刊行物単価や参考情報収集などの情

報能力と経験的判断能力を駆使して値入れする

単価 を決 める が， こ の段 階 でも い くつ か の
工 種

につ い て は専 門 工事 業者 やメ ー カ ーや 商 杜か ら

見 積 り をとる こと があ る。 元 請側 の 元積 り のた

めに 依頼 す る 下見 積り， 参考 見積 り であ る。 ふ

だ んは 下見 積 り をと らな い工 種 であ って も， 一

般的でない仕様や設計形状や技術の場合にはそ

の図 面 等 を渡 して 専 門工 事 業者や メ ーカ ー に 見

積り を依頼 す る。 こう して 徴収 した 見 積り 金 額

を ①内 訳 書に そ のま ま入 れ る場 合， ② 掛 け率 を

乗 じて 入 れる 場 合， ③見 積 り をも とに ある 程 度

の 価 格交 渉 を行 って 入 れる 場 合， 等 に分 れる。

こうして組み上 げた直接工事費部分に共通仮設

費， 現場経費，
一般管理費等の間接費部分を加

え， 入 札に の ぞむ 意欲 や判 断 で調 整 を行 い 入札

金額 （とそ０）内 訳 書） が 決ま る。

（４） こ う して 入札 に の ぞん だ 結果， 幸 い に して 落

札 でき た 場合 に は， ここ か ら元 一 下間 にな ん ら

か の形 の 交渉 が 開始 ある い は再 開さ れる。 元 請

の 調 達・ 購買 部 門 ある い は作 業所 ある い は双 方

２段 階 の見 積り 依 頼や 交渉 が あり 得 る。 こ の見

積 り と 交渉 は， 元 請側 の積 算 ネッ ト， 実 行予 算

原案やそれを受けた作業所の実行予算書の枠に

対応 して行 わ れる。 一発 で 決め る場 合， 金 額の

折 衝に 何 段階 も要 す る場 合， 不 調ま た は辞 退 に

よ って 別 の業 者 との 交 渉に 移る 場 合， 取極 め 前

に そ の工 種 の工 事 に着 手せ ざる を えな い 場合 な

ど 様 々 な パ ス が あ る。

畷
どの段階の単価が市場実

２
， 勢単価に対応するのか？

（１） 最終 的 には 取極 め によ って 元 下間 の 契約 金額

や そこ で の単 価 も一 応確 定 する。 しか し， そ こ

に いた る 一運 の 交渉 過 程の いく つ かの 段 階 で金

額や単価が提示さ れ， 元請側の内訳書や予算書

に記 入さ れ もす る。 取 極め 後 にも 変 更が 生 じる
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の が常 だか ら， 変 更 処理 や精 算 がな さ れる， あ

る い は， な さ れ る べ き 状 況
が あ る。

こ う し た 諸

段 階によ っ て単 価 に差 異 が生 じう る。 そ う だ と

する と， 筆 者 のよう に実 態 を知 らな い が知 りた

い と願う 第 ３ 者 的立 場 から は， 次 のよう な素 朴

な 疑問 が出 てく る。

存 的 で あ る。 さ ら に， 後 に 述 べ る

③ 取引き内容の個別性と相場性はどんな関

係 に あ る の か。

④ 最 終 取極 め や精 算 に果 た して 単価 が ある

の か， そ れは ど んな情 報 形態 か。

① 公共工事の一部で， 内訳書提出が実施さ

れ る 情 勢 に あ る が
，
こ の と き

，
どの 段 階 の

単価 を 内訳 書 に記 入す る こと に なる の か。

② 実 勢単 価 と か市 場単 価 とい う場 合 に， そ

れ は どの段 階 に対 応 する もの を 指す の か。

この ② の疑 問 につ いて は，「市 場 実勢 単 価と は

最 終 的な取 極 め 単価 に相 当 する 平 均的 な もの を

指 す」とい う の がひ とつ の 有力 な 答え であ ろう。

そ れ以 前 の段 階 で は， 設計 や施 工 条件 や 受注 見

込が未確定な中での下請側希望価格と元請側希

望 価格 が そ れ ぞれの 側 にあ って， そ れら に 近い

も の が表 明さ れ る。 双 方の そう した希 望 価格 も

段 階 を追っ て 変 化 し， 妥協 しつ つ 接近 し何 らか

の 形 で最 終 的な 取極 め 単価 に いた る。 こ の取 極

め 単 価 は個 別 取 引 単 価 に 過 ぎな い が， これらが

個々の工事物件を越えて一般性，共通性を持つ時

に市場 単 価や相 場 が形 成されるという論理 である。

（２） つ ぎ に， こ の ① と ② は 無 関 係 で は な い。 と く

に， 本稿 の 冒頭 で 断っ たよ う に， 内 訳書 に 値入

れする単価が元下間取極め単価を予測 して入れ

る と いう 建 前 を考 慮す れ ば， こ の① と② は相 互

依 存 的 な関 係に ある。 交 渉の 段 階に よっ て 双方

の希望単価や提示単価に変化がある場合は①と

② は ］ 種 の 矛 盾 を は ら む こ と に な る。 つ ま り，

①と②の疑問は矛盾対立性を抱きつつも相互依

という疑 問 がある。 この① ② ③ ④の 相 互 依存 的 疑

間 群から， 実に複 雑 な問題 状 況空 間 が生まれる。

（３） な お， ま えが き で触 れた よう に 「内訳 書の 細

目構成と実行予算書や実際の調達取引の項目構

成 と が異 な る」 こ とが 少な く ない。 こ れは見 積

段 階 と調 達 段階 の 目的 の違 い か らき てい る （参

考 文献王）～３）参 照）。こ の点 も 上記 の 疑間 そ れぞ

れと 密 接に かか わ るの で， 単 価問 題 を考 察す る

際の 重 要な 論点 で ある。 しか し， 筆 者に は この

間題 に これ 以上 立ち 入 る知 識 がな い。

１ ・・ｒ言い値」とｒ指！値」
元下 間 の取 引き に 交渉 型 の プロセ ス が ある こと

を 見て きた が， 実は こ れは 元 下間 取引 に価 格 交渉

上 の対 等 性が 存在 す るこ と を前 提 と したモ デル で

あっ た。 対等 性 が崩 れた 状況 では非 交 渉型 の別 の

タ イ プ に な る。

（１） 元請が専門工事業者亙社または数社から見積

り をと り， そ の見 積額 そ のま ま で取 極 める 場合

を 「言 い値」 タイ プ と呼 ぶ こと も でき よう。 い

い ね （言値） と は
’
「売手 の いう 値段」 だと 広辞

苑 にも ある。 提示 額 を元 請 が妥 当だ と 認め た場

合に も この タイ プと なり 得る が， 多 く は， 受注

側の売手市場の市況 （需要過熱で人手不足， 品
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不足 な どの 状 況， 素材 メ ーカ ー が 減産 調整 に 成

功 した 状況 な ど）にお いて 起 こる。 「言 い値」は，

安く な いと いう 意 味， ま た は適 当 な価格 だ と い

う 意 味 かの い ずれ か で 「いい 値」 である こ と が

多 い。 ま た， 他に 競争 相 手 がな い場 合や 非 公 式

の発 注考 指 名 サ ブコ ンの 場 合に も これ と近 い 性

質が ある。 こ れ は， 売 手 側（下請 側， 供 給者 側）

の当 初 の希 望価 格 がそ の まま 取極 め 価格 に なる

パ タ ー ンで ある。 交渉 が ほと ん どな く， 短 いパ

ス で あ る。

（２） 元請側 が言う価格 や単価 で取極める 場合 を

「指 し値」 発注 と いう。 多く は 特命 指 し値 発注

の形 態 であ る。 買 手側 の 希望 価 格 がそ のま ま取

極め 価 格に な るパ ター ンで ある。 「指 し値」発 注

で決 着 して 何 も問 題 が起 こ らな い なら， こ ん な

楽な こ と はな い。 しか し， 売手 側 でなく 買 手 側

が値 を 付 けて 通る の は，なに か が異 常 である か，

ある い は， よ ほ ど良く 研 究さ れた 指 し値 であ る

か， こ の
ど ち ら か に 違 い な い。

実際 に は， 明 示的 な指 し値も あ る が， 元請 請

負金額や実行予算の工種別予算枠を打ち明けな

が ら協 力 を求 める 形 の指 し値も あ る。 長期 的 な

互 恵バ ラ ンス を 含意 させ た 指 し値 も ある。 好 況

で下請側の値上がりが激 しい売手市場状況にお

いて は， 下請 に対 す る一 定 の利 益 保証 を考 慮 し

た 根拠 に 基づ いた 指 し値 提 案も 考 え られる が，

昨今のような不況や競争激化の元請受注環境下

では， 今 回 だけ の特 殊 事情 を 理由 に する 指 し値

や 根 拠の ない 指 し値 が多 く なる。

（３） 見積 り を とり， 価 格 折衝 を 進め， その 過程 の

あ る 段階 にお い て 「指 し値」 とな る 場合 も少 な

く な い。

逆 に， 指 し値 その ま ま では 取引 が成 功 せ ずに

交 渉 によ る歩 み 寄り が 加わ るケ ース も あ る。

交渉 の 余地 が無 い 時，受注 辞 退 とも なり 得る。

元 請 は別 の専 門工 事 業者 をさ がす。 こ の 事態 に

お いて は， 通 常の「業 者 選定 先 行 での価 格 交渉」

と は逆 に， 「価 格 先行 （二 指 し値） での 相手 方さ

が し」 と いう 形 にな る。 ゼネ コ ン間 の 一般 競 争

入 札 が激 化す る とき 元 下間 でこ の 形が 増 える。

（４） ある 階届 の サ ブコ ン が， 「指 し値」と「言 い値」

の はさ みう ち に あう 状況 も生 じる。 ９５年ｕ月 頃

の 日本 経 済新 聞な どによ れ ば， 材工 一 式 で請 け

る 鉄骨 フ ァ ブリケ ータ ー が， 元 請の 受 注競 争 激

化による低価格受注から鉄骨工事を低単価の指

し値受 注 をせ ざる を 得 ない状 況 に 追込 ま れ， 購

入 する Ｈ 型鋼 の 方は 鉄鋼メ ーカ ー の調 整 減産 や

商 社の が ん ばり によ って 言 い値 購買 に 近 い状 況

と なり， この 両 レベ ル から の はさ みう ち で苦 境

に 立た さ れる 状況 が 読 み取 れる。 この 形 のはさ

み 打ち 現 象 は， 前 報 で 述べた 「価格 構 造 に レベ

ル が ある」 こ と のあ らわ れ 方の 一つ である。

（５） な お， 以上 述 べて きた どのタイ プの 交 渉も な

く，事 前 に価 格 が決 まっ て いる 元 下関係 もあ る。

コ ス トオ ン をと もな う 指名 サ ブコ ン， 指 名サ プ

ラ イ ヤ ー な ど で あ る。

麗
下請の原価は設計と施

４
． 工条件によって異なる

価格 取極 め にい たる 元 下 間に は なん らか の 交渉

プ１コ セ ス が あ る の が 本 来 だ と 述 べ た。 し か し， も

し工事物件毎の 「取引内容個別性」 が充分に小さ

い な ら ば， 交 渉や 情 報交 換 の プロセ ス はな く ても

済 むも の かも し れな い。 実 際に は 「取弓１内 容個 別

性」は 大き い。 しかも 実 に多 くの 要 素 から なる が，

さ し あ た り は お お ま か に 次 の よ う に 分 け る。

２５



積算単価に関する考察 １２１

［ユコ 設計内容の個別性

［２コ 施工条件の個別性

［３］ 取引当事者間の特殊な関係による個別

性 （長 期 的取 引 関係 によ る 互恵 的 事情，

こ れ らを 背景 に した 指 し値 発注， 異例 発

注 な ど）

な お， 地域 性 や 時期 によ る 変動 は 当面 除 外 して

考 え る。

つ ぎに，「取引 内 容個 別 性と 相場 単 価の 情 報］ 体

性 あ るい は付 着 性」が問 題 と なる。こ れも お お ざっ

ぱ に
， つ
ぎ の ３ つ の グ ル ー プ に わ け て 考 え る。

ａ： 相場 単 価情 報 に つい てま わ る個 別 性

ｂ： と かく 相場 単 価情 報 から 脱 落 しがち な 個

別性

Ｃ１ 相場 単 価情 報 に 付着 しな い個 別 性

こ れ ら各 グル ー プに 属 する と思 わ れる も の を挙

げて みる。 具 体 的 には 工種 そ のほ か によ っ て異 な

る の で あ ろ う。

ａ ：相 場単 価 情報 に つ いて まわ る個 別 性

①内訳書の各細目の摘要欄の記述内容

②物価版の晶名規格 （に相当する情報）

こ れら は，個別 性 とい う より 品 目の 仕様，グ レー

ドに 関す る基 本 情報 で ある。 文 字 や 数字 で比 較 的

簡 潔 に表せ る 場 合が 多 いが， 特殊 な 仕様， 規格 な

どが ｂ グルー プにな っ て しまう こ と もあ る かも し

れ な い。

ｂ とかく相場単価情報から脱落しがち な個

別性

③物価版の施工条件， 掲載価格の解説欄

などの記載内容に相当する情報
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・ 下 請側 の 担当 範囲， 見積 り 範囲， 別 途 とす る

項 目 （図 面作 成， 運 搬費， 発生 材 処理 費用 な

どの別 途ま た は 込み， の 別）

・ 工期 の 適正 な い し特殊 性， 施 工 環境

・ 決 済 方法 な ど

な どがｂ グ ルー プ に属 する。

相場単価情報に付着しない個別性

④ 設計 図書 によ ら ない と 知り え ない 内容

個別性

⑤現場を見ないと知りえない内容個別性

⑥工 程 表， 仮 設計 画図 等 によ っ て知 り 得

るイ固別性

⑦ 施 工着 手 後に 初 めて 知り 得 る個 別’性

④ は 設計 内 容の うち， 平面， 断面 の 複雑 度， 各

部分・細 部 の形 状の 複 雑度， 標準 化 と変 化の 度 合，

まと まり 数 量の 大 きさ な どで ある。 こ れら が施 工

複雑 度 を 介 して結 果 と しての 労務 歩 掛 り， 作業 能

率， 製作 能 率， 資 材歩 留り な どを奉 右 し， コス ト

に 影 響 す る。 階 高 は， 工 種 に よ っ て は コ ス ト ヘ の

影響 が大 き い ので， ａ グ ルー プ の情 報 と して 単 価

情報 に付 着 して い る。 し か し， そ の 階 高の標 準 化

の程 度や 変 化の 度 含い な どの 情報 はＣ グルー プに

属 す る。

⑤ の施 工 条件 は， 周 辺 道路 およ び近 隣環境， 資

材置 き場 の利 用 可 能性，搬 入搬 出 経路，駐 車ス ペ ー

ス， 仮 設， それ ら をタイ ミ ン グよ く使 え る か どう

か等 で ある。 こ れ ら は下請 け の実 際 の歩 掛り を 変

動さ せ， 施 工原 価 に大 きく 影 響す る。

⑥ の元 請側 の 段 取り の適 切さ， 当該 工 種 への 適

合 度 合い も大 きく コ ス トに 影 響す ると いう こ と を

† ブコ ン側 の方 か ら聞 かさ れ， ま た， こ れ らが 取



極 め 金額 に も影 響 する こ と をゼネ コ ン の方 か らも

度 々 聞 い た。

⑦ 設計 変 更そ の 他， 工 事の 進行 過 程 では じめ て

わ か るよ う な個 別 性も あ る。 こ れら は， 結 果 と し

て の 原価 に は大 きく 影 響 する こ とも ある が， 単 価

や 相 場に どう 関 係 する か はわ か らな い。

⑧下請見積り用の 「見積り要領・取極め条件」

に類 する も の が各 ゼネ コ ン で整 備さ れて い る。 こ

れら に はｂ やｃ グルー プに属 す 内容 も 検討 して 見

積 る よ う に 指 示 さ れ て お り， そ の 主 旨 が 実 効 を

もっ て 折衝 が行 わ れる な ら ば取 極め の 適正 を は か

る う え で有 効 であ る と思 わ れる。 しか し， ゼ ネコ

ン各 社 によ って 異 なる 部 分 があ り， こ の標 準 化な

い し共 通化 が望 ま れる。

現実の元下間の取引には相場単価 が有力なべ一

ス に な る。
だ が
，
相 場 に 付 着 し て い る の は ａ と ｂ

グ ルー プの情 報て い どであ る。 しかも， ｂ の 方 は

と かく 脱 落 しや すい。 ｂ や ｃ グル ー プの 内容 個別

性 は１コ ス ト に 大 き く 影 響 す る。 こ の 矛 盾 を ど う す

る か？

ｂや ｃ グル ー プの 個別 性 を相 場 情 報に 付着 さ せ

て ａ グ ルー プに す る方 向の ア プロ ー チ もある だ ろ

う。 し か し， 当 面 は 困 難 で も あ り， 限 界 も あ る。

そ こ で， ｂや ｃ グル ー プの 内容 個 別性 を個 々 の

取 極 め に反 映さ せ るた め に， 各 種の 情 報交 換 をと

も なう 交 渉 プ ロ セ ス が 重 要 に なっ て い る の で あ

（一体的で重要なプロセス）

る
。
逆 に 交 渉 プロ セ ス が な い と か， 短 い

パ ス の 方

式 は
，
ａ
．
ｂ
．
ｃ す べ て が 明 確 に な っ て い る か，

個別 性 が充 分 に小 さ いこ と を前 提に して い る場 合

で ある。 さ も なく ば事後 処 理の ルー ル を明 確 にす

る こと が必 要 であ る。

建設生産 システム合理化推進協議会の 「総合工

事業 者 ・専 門 工事 業 者間 にお け る契 約締 結 に至 る

ま での 手順」には， 下 図 のよ う なフ ロー が 示さ れ，

こ れ を受 けた 神 奈川 県建 設 生産 シス テム 合理 化推

進 協議 会の 同 名の 資 料に は， 下 図各 ス テ ッ プにお

け る 「総 合 工事 業者 と して の取 組」， 「専 門工 事業

者 と して の取 組」 が 詳細 に 示 して ある。 実際 のフ

ロ ー は
，
工 種 に よ っ て，

ま た ど の 段 階 の 見 積 り や

折 衝 である かによ っ てさ ま ざま で ある よう だ。 中

間 が 省略 さ れた ショ ー トパ ス も少 なく な い。

しか し， 下記 フロ ー 中の 「現場 説明」 と 「図 渡

し」 およ び 「質 疑応 答」 そ して こ れ らに も とづ い

た 「金額折衝」 は元一下取引価格形成上， 非常に

重 要 で ある。 なぜ なら， 現在 の価 格 情報 の 状況 に

よ る 限り は， これ らが グ ルー プ ｂや Ｃの 内 容個 別

性 を取極め価格に反映できる唯一の手段だからで

あ る 。

これ ら を充 分つ く した と して も， す べて の個 別

性 を 事 前 に 把 握 す る こ と は 不 可 能 で あ る。 し た

が って 変更 に とも なう 金 額変 更 を ふく むル ー ルの

形 成 が重 要に なる。 元 下間 につ いて も 「総 合 工事

（取極め）

見

積
り

業
者
の

選

定

元請下請間の価格交渉のプ１コセス

２７
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業者・専門工事業者間における条件変更時の適正

な 手 順等 につ い て （見 積 条件 と施 工 条件 が 異な っ

て いた 場 合の 適 正 な対 応）」が 平成 ６ 年に 申 しあ わ

さ れ て はいる が， 具 体 性に つ いて は これ か らの 課

題 で あ ろ う。

騒
相場単価情報は内容個別

５
． 性を捨象しがちである

（１） 下 請け の施 工 原価 （コ ス ト） は 「取 引 内容 個

別 性」 によ っ て異 な る。 こ れ が， 元下 間 の取弓１

価 格 （プライ ス） に も反 映 する。 つま り 「内 容

個別性」がコスト個別性を介して「単価個別性」

を も た ら す
。
こ の ゆ え に，

実 際 の 取 極 め 単 価 は

き わ め て バ ラ ツ キ が 大 き い。

一般 的 な単 価よ り も， 異常 に 安 い事 例 も生 じ

る し， 高 い 事 例 も 生 じ る。 こ こ で 安 い と か 高 い

’と い う の は，
ａ グ ル ー プ の 内 容 個 別 性 が 同 じ も

の に つ い て の 差 異 で あ る。
ｂ グ ル ー プ お よ び ｃ

グ ルー プの個 別性 は 隠 れて おり， 流通 す る単 価

情 報 から脱 落 して い る。

（２） 「相場」ある い は相 場単 価 とは 何 か， と いう と

大 変な 問題 である が， ここ で はそ の ごく 一部 の

性 質，とく に 情報 と して の性 質 を 考察 して みる。

第 １に， 相 場 とは 取引 価 格 （プライ ス） に 関

す る情 報 であ る。 原 価 （コス ト） に関 する 情 報

は 捨 て ら れ る。

第２ に，何 らか の単 位 によ る 単価 情 報 である。

単 価と いう 情 報 形式 に な じまな い 間接自勺なコ ス

ト項 目 ま で も 単 価 に 包 含 し て しま う 性 質 を も

つ
。

第３ に， 相 場 は取 引 の個別 的 内 容を 単 純化，

簡 略化 しよ う とす る 性 向を もっ て いる。

以上 か ら， 相 場 は単 純化 した 単 位 での 単価 情
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報 と な る。 ト ン，
平 米
，
立 米 単 価 な ど で あ る。

こ れ に，
ａ グ ル ー プ の 個 別 性 は 付 い て 回 る が，

ｂ やｃ グルー プの個 別 性は 脱 落な い し捨 象さ れ

る 傾 向 に あ る。

（３） 相場性が十分に形成されるような世界では交

渉性 は相 対 的に 小さ く なる し，こ の方 向 の極 は，

公 定さ れた定 価 や 認可 価格 制度 である。しか し，

建 築 の 元下間 取 引 は内 容に 個別 性 が あり， そ の

個別性の認知標準も処理標準も宋確立で， かっ

自由価 格 で ある と いう 取引 の 世界 で ある。

（４） こ こか ら， わ れわ れ にさ ま ざま な 課題 がも た

らさ れる。 取引 価 格形 成上 重 要な 内 容個 別性 情

報の 一部 が， な ぜ脱 落 した り 捨象 さ れて しま う

の か ？ また， こ れを どの よう に 克 服 して健 全

な取引や単価情報を形成する仕組みを構築して

いく の か？ …… こう した 点 の 検討 は， 建 設産 業

の 将 来に も かか わる 重 要な 問題 である。

鰯
元下取引価格のバラツキと

６
， 変動増幅

（１） 建築の専門工事は設計内容や施工条件による

内 容個 別 性 があ る。 こ の内 容個 別 性 によ って 原

価 が 異 なる。 形 状単 純 で工 期 も適 当 で特 別 に安

く でき る 場 合も ある が， 設 計複 雑 度 が大 きい た

め に 高 いこコス ト に な る 場 合 も あ る。 一 方， 長 期

取 引 関係 の個 別 事情 に よっ て も高 い 場合 と安 い

場 合 が できる。 つ まり， 取 引 価格 の バラ ツキ が

大 き い が， そ の バラ ツ キは 取引 内 容 の個 別性 に

よ っ て 生 ま れ る。

（２） 原 価 （コス ト） は， 内容 個別 性 に 対応 した 単

価 個別 性 を 否応 な しに 持つ も の であ る。 一 方，

価格 （プライス） 情報は内容個別性を捨象した

情 報 と して 流さ れ やす い。



しか し， 内容 個別 性 と単 価 個別 性 の対 応 関係

は 明 示 的 付 加 惰 報 と す る に は 余 り に 複 雑 で あ

る。 そ のた め もあ っ て， 内容 個 別性 に 適切 に対

応で きる 下 請 け価格 の 決 め方 の ルー ル は確 立 し

て い な い。

（３） 相場は情報利用の便利性簡便性をもとめる情

報形 態 であ る。 原 価 で はなく 価 格 と して の情 報

であ る。 単 位の 簡 潔性 を もと める。 単位 の 簡潔

な情 報 が伝 達さ れや すく 流布 しやす い。 そ の 結

果 と して内 容 個別 性 が捨 象さ れ やす い。

（４） 相場や市場単価情 報は市場主義経済における

自 由な 取引 に 不可 欠 な情 報 であ る。 買 い手 は 同

一 内容 な ら ば安 い購 買 をも とめ る。当然 で ある。

し か し， こう した 当 然 の挙 動が 上 記（１×２）な どの

性向と結びつく時， 内容特殊性の一部が脱落し

た単価情報が相場を形成してしまう状況が生ま

れる。 こ う して， 買 手 市場 に しろ 売手 市 場 に し

ろ，相場 の 変 化 が過 度に 増 幅さ れる 傾 向が ある。

（５） 相場 情 報 にも， 品 目， 規 格， 摘 要 とい う かた

ち である程度の内容個別性をともなう情報形式

が用 い ら れる。 だ が， 内 容個 別 性 は， 技 術 的な

面 に 隈っ て も設 計 図書 の 図面 アナ ロ グ情 報 その

もの に 及ぶ か ら摘 要程 度 の簡 潔 な記 述 には 反 映

しき れ ない。 また， 現場 検 分や 現場 説 明 で把 握

できない施工条件や段取りの適切さも原価個別

性 に大き く 影 響す る。 こ う した 種類 の 内容 個別

性を単価情報に一体化させる客観的な情報形式

は どの よう な 形 であ り 得る のか， 難 しい が今 後

の 課題 であ る。

（６） この よう な 情 報形 式 を持た な い 現段 階の 元 下

取 引き に は， コス トに 影響 する 内 容
個 別 性 の情

報 交換 を とも なう 対 等 な交 渉の プロセス が一 層

重 要 で あ る。

（７） そ の 交渉 の段 階 によ っ て単 価 が異 なり 得 る。

内 訳 書 の値 入 に お いて 推 定 しよ う とす る 単 価

は どの 段 階の 単 価な のか， また， どの 段 階の単

価 が相 場や 市場 単 価 にな るの か，という 間 題が

あり， この 両 間題 の依 存 関係 が 生ま れる。

（８） 元下 間 の取 引価 格 の性 質 に は，当 事 者以 外 に

は 不透 明 であ る という 性 質 もあ る。元 請間 の 競

争 が 品質 内 容 と 充 分対 応 して 適 切 にな さ れる

な ら ば，総価 元請 の コス ト 内訳 で ある 元 下取引

価 格 は 不 透明 でも よ い とも 考 え ら れる。 し か

し，こ の 前提 部分 が 果た して成 り立 っ てい るの

か ？ 下 請 け単 価 の 過度 に増 幅 さ れ がち な 低

落 や 高縢 は社 会，発注 者お よ び建 設産 業 自身 に

何 をも た らす のか 一・・こう した 点 の 考 察 も 必

要 で あ ろ う。

取 材 に ご協力 い た だ いた 方々 に 御 礼 申 上 げま

す。
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